5/3～5　杓子岳双子尾根から白馬岳へ

３日、小日向山のコルから樺平へ。テンバは広く快適でした。４日、10時くらいまでは風は強くなく、杓子ピークまではとくに危険箇所もなく、ノーロープでしたが、稜線に出ると真冬なみの烈風、跳ばされそうでした。夏道沿いのトレースっぽいのがなんとなくわかる程度。しかし、次第にホワイトアウト。村営小屋は一瞬見えたが消えてしまう。小屋付近でうろうろ。なかなか小屋が見つからない。見つかっても、この強風ではテントは張れない。白馬山荘をめざす。
白馬山荘で素泊まり。翌朝大雪渓を下山。すばらしい天気に恵まれ、剱も目の前。大雪渓は新雪で急斜面は滑る。かなり下部で、ＧＷ前半の雪崩に埋もれた山口県の遭難者を捜索していた。
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一日目　小日向山のコルから双子岩への途中、樺平に幕営
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２日目、いよいよアタック（写真は、杓子稜線へ出る直前）
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手前が登ってきた杓子岳、向こうは白馬鑓ヶ岳。
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下の写真は、小屋側から見た白馬主稜の稜線とピーク
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下山途中からです

大雪渓のかなり下部で、ＧＷ前半２７日に起きた雪崩に埋まった山口県の山岳会が懸命に捜索していました。雪崩の高さは、背丈を超えるくらいで、幅は巣渦鵜メートル、長さは３００Ｍはあったでしょうか。






二日目、稜線に出てからは台風並みの強風、体が跳ばされないように慎重に歩く。そしてホワイトアウト。行けども村営小屋は見つからない。この風ではテントも張れない。なんとか、白馬山荘に逃げ込む。





三日目、昨日の天気はウソのように、最高のピーカン。白馬山頂に上がって、撮影三昧。剱岳が朝陽に焼ける。





頂上直下の雪庇。去年のＧＷ前も、その数年前にも主稜を登り、この雪庇を乗っ越してきた。雪の白馬は格別だ。








